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野
外
の
放
送
装
置

一
式
を
寄
付

期
餓
期
随

み
ず
な
ぎ
岸
園
ヘ

原
の
福
祉
施
設

「み
ず
な
ぎ

学
園
」
を
訪
れ
、

野
外
で
利

用
す
る
放
送
装
置

一
式

（三

十

一
万
円
相
当
）
を
寄
付
し

た
。

同
金
庫
の
社
会
貢
献
資

金
を
活
用
し
た
寄
付
で
、

舞

鶴
支
店
で
は
六
回
目
。

近
畿
労
働
金
庫
で
は
、

平

成
五
年
か
ら
社
会
貢
献
積
金

額
は

一
日
三
千
円

（毎
月
積

み
立
て
三
年
満
題

で
、　

一

日
に
つ
き
毎
年
百
円
を
社
会

貢
献
資
金
と
し
て
拠
出
し
て

い
る
。

舞
鶴
支
店
で
も
、

積

立
預
金
の
回
数
に
応
じ
て
、

社
会
一真
献
資
金
を
プ
ー
ル
し

て
お
り
、

推
進
委
員
会
で
毎

年
寄
付
先
の
福
祉
施
設
や
品

目
を
決
め
て
い
る
。

し
た
」
と
あ
い
き

つ
。

目
録

を
同
学
園
を
運
営
す
る
社
会

福
祉
法
人
の
安
屋
敷
正
雄
理

事
長
代
行
に
手
渡
し
た
。

放

送
装
置
は
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ

イ
ク
や

ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど

で
、

同
学
園
で
は
運
動
会
な

ど
で
活
用
す
る
。

目録を手渡す高田委員長 (右)


